
 

 

 

令和７年度（2025年度）第１回日高管内いじめ問題等対策連絡協議会の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（協議のねらい） 
・いじめの未然防止と組織的な初期対応について、具体的な事例を取り上げ、各機関の連携や、いじめ
等の問題行動を許さない学校づくりのための取組について意見交換を行う。 

・不登校児童生徒への支援について、「全ての児童生徒にとって魅力ある学校・学級づくり」のための取
組や、生徒指導上の諸課題に対する組織的な支援の進め方について協議を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

魅力ある学校環境づくり及び生徒指導上の諸課題への対応について 

 

 
 

□ いじめの問題に係る北海道・道教委の対応等について 

■ 北海道いじめ防止基本方針（資料「北海道いじめ防止基本方針」） 
いじめ問題の現状と課題、児童生徒を取り巻く社会情勢の変化等を踏まえ、いじめ問題に 

一層の危機感をもって取り組むため、令和５年３月に一部改定された。 
■ 地域いじめ問題等対策連絡協議会 

各地域におけるいじめの防止等に関係する機関及び団体との連携を図るため、管内ごとに 
「地域いじめ問題等対策連絡協議会」を設置する。 

■ 北海道いじめの防止等に向けた取組プラン（資料「北海道いじめの防止等に向けた取組プラン」） 
令和５年度から令和９年度までを計画期間として策定し、道内におけるいじめの防止等対 

策の現状と課題を踏まえた重点的な取組を示した。 

□ 問題行動等調査（令和５年度）について 
■ いじめ 

いじめの積極的な認知に対する理解が進み、認知件数は増加している。早期解決に向けた組織的な対
応を一層充実させるため、引き続き、日頃から関係機関等と連携を促進する必要がある。 

■ 暴力行為 
暴力行為の発生状況は小学校・中学校・高等学校ともに増加傾向にある。学校だけでは対応が困難な

事例については、関係機関と連携して対応する必要がある。 
■ 不登校 

不登校児童生徒数は小学校・中学校・高等学校ともに増加傾向にある。学 
校間の引継ぎを含め、早期発見・早期支援などの不登校対策に取り組む必要 
がある。 

□ いじめ・不登校対応の具体について 

■ いじめの未然防止や早期発見、組織的な対応について 
学校と家庭や地域、警察等の関係機関が連携しながら、いじめの未然防止や早期発見、組織的な対応

を進めることが重要である。 
■ いじめ問題に係る現在の傾向について（資料「みんなで考えよう！賢く・便利に・安全に！今どきのネットの使い方」） 

今日的ないじめ問題として、「パソコンや携帯電話で、ひぼう・中傷や嫌なことをされる」 
の件数が増加している。社会全体が、子どもたちの携帯電話やインターネットの利用の実態 
を十分に認識し、未然防止・早期発見・早期対応等に努める必要がある。 

■ 学校における不登校児童生徒への対応及び支援について（資料「HOKKAIDO 不登校対策プラン」） 
不登校について、複数の要因が複雑に重なっているケースもあることから、関係機関が連 

携しながら、背景にある要因を多面的かつ的確に把握し、アセスメントに基づく個に応じた 
支援を進めることが重要である。 

 

グループ協議 

■ いじめ、不登校等の未然防止のためには、関係機関が組織的に連携しながら対応する必要があること

を確認した。また、全ての児童生徒にとって魅力ある学校環境づくりのためにも、学校や地域、関係機

関が一体となって児童生徒の成長を見守っていくことが重要であることを確認した。 

まとめ 

● いじめの未然防止と組織的な初期対応について、学校と関係機関の連携を緊密に図り、学校だけで
抱え込まない体制を構築することが重要である。また、社会教育機関と連携して未然防止に努めるこ
とが必要である。 

● 不登校児童生徒への支援について、背景にある要因やそれに対する支援策 
 を多面的に検討するため、関係機関が連携することが必要である。また、学 
校と地域が一体となって魅力ある学校づくりを進めるほか、多様な学びの場 
や居場所を確保することも重要である。 

いじめ・不登校の問題に係る対応等について 

 

説明事項 


